
（別紙３）

～ 令和８年　２月　２４日

（対象者数） １６世帯 （回答者数） １４世帯

～ 令和８年　２月　２０日

（対象者数） ８名 （回答者数） ８名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

病院での詳細な検査結果を個別支援計画に反映させるだけで

なく、日々の療育場面での細かな反応を主治医へフィード

バックするサイクルをさらに迅速化させ、精度の高いアセス

メントを目指します。加えて、手厚い人員配置を活かし、保

護者様とのコミュニケーション機会をさらに増やしてまいり

ます。お子様の小さな成長の変化を共有し、ご家庭での関わ

り方についても専門職の視点から具体的なアドバイスを行う

など、ご家族に寄り添った多角的なサポート体制をより強固

なものにしていきます。

2

お子様一人ひとりの得意な学び方（認知特性）に合わせた教

材づくりや、ICTツールの活用を推進します。お子様自身が

「自分はこのやり方なら分かりやすい」という学習スタイル

を見つけられるようサポートします。医療機関（もみのき病

院）との連携をより密にし、医学的根拠に基づいた最新の学

習支援技術を取り入れ、支援の引き出しを増やしてまいりま

す。

3

今後も事業所で見つけた効果的な配慮や声掛けをご家庭や学

校と共有し、お子様が学校生活の中で自信を持って活動でき

る場面を増やしていきます。また、学習のつまずきに対する

具体的なサポート方法を提案し、家庭での学習ストレスを軽

減できるよう寄り添った支援を目指しています。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

送迎エリア内の方で、ご都合がつかない場合は、送迎させて

いただいています。また、お迎えに来ていただく負担を考慮

し、その短い時間の中で最大限の専門的な助言や心理的サ

ポートを提供できるよう、今後もスタッフの面談スキルの向

上に努めます。

2

午前からの受け入れができない分、午後の限られた時間の中

で、強みである専門的な学習支援や個別アセスメントの精度

を最大化し、短時間でも密度の濃い療育を提供できるよう努

めます。また、長期休暇中におけるご家庭での過ごし方や学

習の進め方について、事前に助言をさせていただく等、開所

時間外でも保護者様を支えるソフト面でのバックアップを強

化してまいります。

○事業所名 もみのきっず

○保護者評価実施期間 令和８年　２月　１０日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和８年　２月　１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年　3月　２日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

学習の困難さに対し、専門職が連携して多角的な個別支援を

行っています。

もみのき病院等での検査結果や、当事業所の専門職による評

価を詳細に分析し、お子様が抱える「学習の困り感」の根本

的な原因を明確にしています。このアセスメントに基づき、

一人ひとりの発達段階に合わせた完全個別対応の支援を実施

しています。単なる反復練習ではなく、読み書きの土台とな

る目で見て脳で処理する力や、計算の基礎となる数の概念の

形成など、認知特性に配慮した専門的なアプローチにより、

学習への自信と意欲を育んでいます。

当事業所は医療法人が運営しており、もみのき病院との密接

な連携体制を構築している点が最大の特長です。特に、もみ

のき病院を主治医とする利用者様においては、日々の療育状

況と医学的知見を迅速に共有できる環境にあります。また、

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士といったリハビリテー

ション専門職を複数配置し、基準を上回る手厚い人員体制を

整えています。これにより、お子様一人ひとりの発達特性に

合わせた専門的かつ多角的なアプローチを、安全に配慮しな

がら提供できる体制が強みとなっています。

主治医と週1回のカンファレンスを行うことで、体調や発達

面で変化が見られた際も、速やかに受診を促せる体制を整え

ています。個別支援の内容についても、病院での検査結果を

もとに、一人ひとりの発達や特性に合わせて個別支援計画を

作成し、お子様と1対1で向き合う時間を大切にしています。

お子様の「好き」をきっかけに意欲を引き出し、発達のス

テップに合わせたオーダーメイドのプログラムを提供できる

よう日々取り組んでいます。

長期休暇や学校休業日においても、開所時間が平日と同様

で、午前中からの受け入れができていないことが大きな課題

です。

当事業所では、午前中の時間帯を児童発達支援（未就学児）

の療育に充てているため、放課後等デイサービスの利用を希

望されるお子様や保護者様のご要望に十分に応えられていな

い現状があります。休業日における長時間の居場所確保や、

共働き世帯への支援という点において、利便性が不足してい

ると認識しております。

お子様を多角的に支えるため、学校や家庭との密接な連携を

行っています。

学校の先生方を対象とした学習会を実施するなど、専門的な

知見を教育現場へ還元する活動を積極的に行っています。保

護者様に対しては、日々の療育を見学していただく保護者参

観を開催しています。個別支援計画の見直し時には、お子様

の成長や今後の目標をまとめたプレゼンテーションを、親子

で一緒に聞いていただく機会を設けています。これにより、

お子様自身が自分の頑張りや成長を実感し、自己肯定感を高

めるとともに、保護者様とも将来の目標を共有していただく

ことを目指しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

当事業所では、放課後等デイサービスの提供終了後、保護者

様へ直接お子様の様子を報告し、共有する時間を極めて重要

視しています。そのため、帰りの送迎サービスを実施できて

おらず、保護者様にはお迎えをお願いせざるを得ない点が課

題です。

個別療育を主軸としており、スタッフが一人ひとりに深く関

わる体制をとっているため、送迎に人員を割くことが物理的

に困難であるという側面もあります。利便性という点ではご

不便をおかけしており、お迎えに来ていただく負担を上回る

対面でのフィードバックの価値をいかに提供できるかが、当

事業所の課題であると認識しています。

事業所における自己評価総括表公表
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3

休日に営業していない分、平日の療育内容をより充実させ、

ご家庭で役立つ関わり方のヒントを丁寧にお伝えすること

で、休日が親子にとってより豊かでリラックスした時間にな

るようサポートいたします。また、長期的な視点での人員確

保に努めるとともに、地域の他の休日開所事業所との情報共

有を行うなど、利用者様が困らないためのネットワーク作り

を検討してまいります。

当事業所では、土曜日・日曜日・祝日を休業日としており、

週末や休日における受け入れ枠がないことが課題です。

人員配置上の制約も一因ではありますが、当事業所の休日は

ご家庭で保護者様とゆったり過ごしてほしいという想いもあ

ります。当事業所では、平日に専門職による個別トレーニン

グに注力しているからこそ、休日はその緊張を解き、ご家族

との情緒的な関わりを優先することがお子様の発達にとって

重要であると考えています。しかし、共働き世帯等の休日利

用ニーズに対しては、十分に応えられていない現状がありま

す。
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